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慣
れ
た
山
梨
勝
沼
と
は
風
景
が
違
う
。

山
形
県
の
ブ
ド
ウ
栽
培
は
、
江
戸
中
期

に
甲
州
種
の
栽
培
が
始
ま
っ
て
お
り
、
明

治
時
代
、１
８
７
０
年
代
に
は
初
代
県
令
・

三
島
通
庸
に
よ
り
奨
励
さ
れ
た
。
ワ
イ
ン

造
り
も
古
く
、
１
８
９
２
年
（
明
25
）
に

は
赤
湯
（
現
南
陽
市
）
に
東
北
地
方
初
の

ワ
イ
ナ
リ
ー
が
で
き
た
（
酒
井
ワ
イ
ナ

リ
ー
）。
上
山
市
の
タ
ケ
ダ
ワ
イ
ナ
リ
ー

（
ワ
イ
ン
造
り
創
業
１
９
２
０
年
）
も
東

北
で
２
番
目
に
古
い
。

ブ
ド
ウ
収
穫
量
は
、
山
梨
県
、
長
野
県

に
次
ぐ
第
３
位
で
あ
る
。「
日
本
ワ
イ
ン
」

生
産
の
潜
在
力
の
高
さ
を
意
味
す
る
。
現

状
は
、日
本
ワ
イ
ン
生
産
量
１
２
４
６
㎘
、

全
国
４
位
（
シ
ェ
ア
６
・
８
％
）
で
あ
る

が
、
山
形
県
は
原
料
用
ブ
ド
ウ
の
“
流
出

県
”
で
あ
る
。
原
料
用
ブ
ド
ウ
生
産
２
５

０
０
ｔ
に
対
し
、
県
外
へ
の
移
出
が
９
１

２
ｔ
あ
り
、県
外
流
出
率
は
36
％
で
あ
る
。

他
の
ワ
イ
ン
産
地
に
比
べ
て
著
し
く
高

い
。ブ
ド
ウ
余
剰
で
あ
り
、ブ
ド
ウ
生
産
に​

対
し
日
本
ワ
イ
ン
生
産
が
少
な
い
と
言
え

る
。山
形
県
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
（
表

１
参
照
）。
ブ
ド
ウ
余
剰
は
ワ
イ
ン
産
業

の
成
長
余
力
が
大
き
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

ち
な
み
に
、
日
本
ワ
イ
ン
生
産
量
に
対

す
る
ブ
ド
ウ
出
荷
量
（
生
食
用
を
含
む
）

は
11
倍
も
あ
り
（
注
：
山
梨
は
２
倍
、
長

野
６
倍
、北
海
道
２
倍
）、潜
在
的
に
は（
条

件
さ
え
整
え
ば
）、
生
食
用
か
ら
ワ
イ
ン

山
形
県
上か
み
の
や
ま山
市
は
全
国
有
数
の
ブ
ド
ウ

産
地
で
あ
る
。
果
樹
地
帯
で
あ
り
、
サ
ク

ラ
ン
ボ
、
ブ
ド
ウ
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
等
が

盛
ん
で
あ
る
が
、
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
栽

培
も
盛
ん
で
あ
る
。

上
山
市
は
蔵
王
山
麓
（
南
西
面
）
に
位

置
し
、
４
～
10
月
の
雨
量
は
６
７
０
㎜
と

少
な
く
（
山
梨
県
勝
沼
は
８
５
０
㎜
）、

ま
た
盆
地
特
有
で
夏
は
暑
く
、
昼
夜
の
寒

暖
差
が
大
き
い
。
涼
し
い
の
で
い
い
ブ
ド

ウ
が
で
き
る
。
地
形
は
傾
斜
地
で
水
は
け

の
よ
い
土
地
が
あ
り
、
ブ
ド
ウ
栽
培
の
適

地
が
多
い
。
た
だ
、
田
ん
ぼ
の
中
に
ブ
ド

ウ
畑
が
点
在
し
て
い
る
地
区
も
あ
り
、
見
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叶 芳和

山
形
県
は
ブ
ド
ウ
栽
培
の
適
地
が
多
く
、県
産
ブ
ド
ウ
１
０
０
％
の
日
本
ワ
イ
ン
を
造
っ
て
い
る
。「
ワ

イ
ン
特
区
」
に
認
定
さ
れ
た
上
山
市
は
現
在
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
３
社
で
あ
る
が
、
新
規
参
入
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。「
人
（
特
に
女
性
）
を
呼
ぶ
」
効
果
の
あ
る
ワ
イ
ン
産
業
を
地
域
振
興
の
目
玉
に
し
て
い
る
。

山
形
ブ
ド
ウ
１
０
０
％
の
日
本
ワ
イ
ン

「
ワ
イ
ン
特
区
」で
地
域
振
興
め
ざ
す

山
形
県
上
山
市

日
本
ワ
イ
ン
比
較
優
位
産
業
論　

現
地
ル
ポ　
第
６
回

農業は

になった！

先進国型産業

26
１��

山
形
県
は
ブ
ド
ウ
の
流
出
県

―
―
山
形
ワ
イ
ン
の
成
長
余
力
は
大
き
い
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ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
狙
い
だ
。

現
在
、
特
区
を
活
用
し
た
ワ
イ
ナ
リ
ー

は
な
い
。
予
備
軍
は
７
人
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
、
ブ
ド
ウ
栽
培
を
始
め
て
お
り
、
ま
だ

収
穫
前
な
の
で
、
原
料
ブ
ド
ウ
を
購
入
し

て
委
託
醸
造
で
ワ
イ
ン
造
り
を
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
一
番
手
の
ベ
ル
ウ
ッ
ド
社

は
特
区
を
活
用
せ
ず
普
通
免
許
で
新
規
参

入
す
る
予
定
。
特
区
は
下
限
２
㎘
で
の
参

入
で
あ
り
、
売
上
高
６
０
０
万
円
で
は
自

立
で
き
な
い
か
ら
だ
（
後
述
参
照
）。
特

区
の
活
用
は
副
業
と
し
て
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

参
入
し
か
で
き
な
い
。
筆
者
は
こ
の
「
特

区
」
に
は
格
別
な
興
味
を
持
っ
て
い
る

（
注
）。

注
：
特
定
地
域
に
限
っ
て
規
制
緩
和
す
る
「
特

区
」
概
念
は
当
初
、
筆
者
が
提
案
し
た
も
の
で

あ
る
。
１
９
９
１
年
の
第
３
次
行
革
審
で
、
明

治
の
中
央
集
権
化
以
来
初
め
て
、
規
制
を
緩
和

し
、
地
方
分
権
を
可
能
な
ら
し
め
る
た
め
の
仕

組
み
と
し
て
提
案
し
た
。
し
か
し
、
霞
が
関
の

抵
抗
で
す
ぐ
に
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
10
年
経

っ
て
、
小
泉
内
閣
で
「
構
造
改
革
特
区
」、
そ

し
て
安
倍
内
閣
で
「
国
家
戦
略
特
区
」
と
し
て

実
現
し
た
。
し
か
し
、
行
政
改
革
は
「
国
か
ら

地
方
へ
」「
官
か
ら
民
へ
」
と
い
う
二
つ
の
コ

ン
セ
プ
ト
か
ら
成
っ
て
き
た
が
（
第
１
次
臨
調

〈
土
光
臨
調
〉
以
来
）、
両
特
区
と
も
“
地
方
分

権
”
が
な
い
。
拙
稿
初
出
論
文
は
「
行
政
改
革

の
『
開
放
区
』
を
つ
く
れ
」『
週
刊
東
洋
経
済
』

１
９
９
１
年
９
月
21
日
号
。

醸
造
用
へ
の
転
換
余
地
は
大
き
い
。
山
形

県
は
日
本
ワ
イ
ン
生
産
の
適
地
と
言
え
る
。

品
種
別
に
は
、
白
ワ
イ
ン
用
は
デ
ラ
ウ

エ
ア
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
、
シ
ャ
ル
ド
ネ
が
多

く
、
甲
州
は
ゼ
ロ
に
近
い
。
赤
ワ
イ
ン
用

は
マ
ス
カ
ッ
ト
・
ベ
ー
リ
ー
Ａ
が
多
い
。

デ
ラ
ウ
エ
ア
は
日
本
一
の
産
地
で
あ
る
。

ワ
イ
ン
特
区
の
今

上
山
市
は
２
０
１
６
年
に
「
ワ
イ
ン
特

区
」
に
認
定
さ
れ
、
現
在
、
ワ
イ
ナ
リ
ー

が
３
社
あ
る
が
、
新
規
参
入
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。
上
山
市
は
ワ
イ
ン
産
業
を
新
し

い
地
域
振
興
の
目
玉
に
し
て
い
る
。

上
山
市
は
人
口
減
少
に
悩
ん
で
い
る
。

近
年
は
年
率
１
・
４
％
程
度
の
減
少
が
続

き
、
総
人
口
は
１
９
９
０
年
に
３
万
８
０

０
０
人
を
超
え
て
い
た
が
、
現
在
は
３
万

人
を
切
っ
て
い
る
（
表
３
参
照
）。
蔵
王

エ
コ
ー
ラ
イ
ン
の
開
通
（
１
９
６
２
年
）

等
を
背
景
に
団
体
客
で
賑
わ
う
温
泉
地
と

し
て
栄
え
た
が
、
温
泉
客
の
減
少
、
２
０

０
３
年
の
市
営
競
馬
場
廃
止
が
人
口
流
出

に
拍
車
を
か
け
た
。
観
光
客
数
は
ピ
ー
ク

時
の
１
５
６
万
人
（
１
９
９
２
年
）
か
ら
、

現
在
65
万
人
に
減
っ
た
。
水
田
農
業
も
衰

退
方
向
で
あ
る
。
そ
こ
で
数
少
な
い
成
長

産
業
で
あ
る
ワ
イ
ン
産
業
に
目
を
付
け

た
。
ワ
イ
ン
の
郷
に
し
て
人
を
呼
び
込
も

う
と
い
う
戦
略
で
あ
る
。
勝
沼
に
学
び
、

自
社
畑
15​

ha
と
契
約
栽
培
（
約
40
軒
）
で

供
給
し
、年
産
30
～
35
万
本
（
７
５
０
㎖
）

の
ワ
イ
ン
を
生
産
し
て
い
る
。

自
社
畑
は
、
20
年
の
歳
月
を
か
け
て
酸

性
土
壌
を
中
性
か
ら
弱
ア
ル
カ
リ
性
に
変

え
る
な
ど
土
壌
改
良
を
行
い
、
自
然
農
法

栽
培
（
過
剰
な
施
肥
を
排
除
し
、
自
然
の

サ
イ
ク
ル
を
最
大
限
い
か
し
た
、減
農
薬
、

無
化
学
肥
料
）
に
よ
る
ブ
ド
ウ
栽
培
を
行

上
山
市
に
は
歴
史
の
古
い
ワ
イ
ナ
リ
ー

が
あ
る
。
㈲
タ
ケ
ダ
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
岸
平

典
子
社
長
）
は
１
９
２
０
年
（
大
正
９
）

の
創
業
で
、
近
々
、
百
周
年
を
迎
え
る
。

東
北
で
は
２
番
目
に
古
い
。

同
社
は
創
業
以
来
、“
１
０
０
％
山
形

県
産
ブ
ド
ウ
”
の
日
本
ワ
イ
ン
を
造
っ
て

い
る
。
日
本
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
し
て
は
特

筆
に
値
す
る
こ
と
だ
。
原
料
ブ
ド
ウ
は
、

２��

創
業
以
来
１
０
０
％
山
形
ワ
イ
ン

―
―
㈲
タ
ケ
ダ
ワ
イ
ナ
リ
ー

表１：ワイン原料用ブドウの受け入れ状況（2017年度、単位ｔ）

表２：都道府県別のワイン生産（2017年度、単位㎘）

表３：上山市の観光客数の推移

山梨 長野 北海道 山形 全国

原料ブドウ生産 7,503 5,740 3,485 2,505 23,302

自県ワイナリー受け入れ 6,654 5,135 3,219 1,592 19,940

県外へ移出 850 606 266 912 3,362

県外移出比率（%） 11.3 10.6 7.6 36.4 14.4 

（同上、2016年度） （14.1） （10.9） （9.3） （43.2） （16.8）

ワイン原料ブドウ使用量 7,558 5,235 3,682 1,606 23,302

生産量 内日本ワイン 同左比率％

北海道 2,936 2,933 99.9

岩手 558 542 97.1

山形 1,251 1,195 95.5

栃木 23,359 207 0.9

新潟 391 391 100.0

長野 4,784 4,072 85.1

山梨 14,950 5,530 37.0

神奈川 31,131 － 0.0

愛知 623 17 2.7

岡山 4,707 380 8.1

宮崎 353 353 100.0

　全国 87,325 17,663 20.2

年度 観光客数 
（万人）

人口 
（人）

1990 153 38,237

1995 138 38,047

2000 108 36,886

2005 102 36,013

2010 72 33,836

2015 72 31,569

2018 65 30,200

（出所）国税庁酒税課「国内製造ワインの概況」2019年２月

（出所）国税庁酒税課「国内製造ワインの概況」
（2017年度調査分）、2019年２月

（出所）上山市調べ。
2018年人口は推定。
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農業は先進国型産業になった！
日本ワイン比較優位産業論　現地ルポ　第６回
山形ブドウ100％の日本ワイン26

た
。
デ
ラ
ウ
エ
ア
を
原
料
に
「
ペ
テ
ィ
ア

ン
」
と
呼
ば
れ
る
微
発
泡
性
ワ
イ
ン
を
開

発
し
た
（
商
品
名
「
サ
ン
・
ス
フ
ル
〈
白
・

発
泡
〉」）。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ワ
イ
ン
の
１
６

０
０
円
に
対
し
、
サ
ン
・
ス
フ
ル
は
２
０

０
０
円
で
売
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ス

カ
ッ
ト
・
ベ
ー
リ
ー
Ａ
（
古
木
）
を
樽
熟

成
さ
せ
た
ワ
イ
ン
は
、
欧
州
系
品
種
並
み

の
価
格
３
５
０
０
円
だ
。
デ
ラ
ウ
エ
ア
の

樽
熟
も
３
５
０
０
円
で
あ
る
。

タ
ケ
ダ
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
、
日
本
ワ
イ
ン

コ
ン
ク
ー
ル
等
の
入
賞
記
録
は
な
い
。
出

品
し
な
い
か
ら
だ
。
岸
平
社
長
は
「
コ
ン

ク
ー
ル
用
の
味
が
あ
る
」「
香
り
が
あ
っ

て
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
ワ
イ
ン
が
賞
を

取
る
」「
う
ち
は
１
本
テ
ー
ブ
ル
に
置
い

て
、
美
味
し
く
飲
め
る
ワ
イ
ン
を
造
る
」。

つ
ま
り
、
思
想
が
違
う
か
ら
出
品
し
な
い

と
い
う
。

２
０
０
８
年
の
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ

ト
で
は
、
タ
ケ
ダ
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
２
銘
柄

が
ワ
イ
ン
リ
ス
ト
に
並
ん
だ
（
注
：
サ

ミ
ッ
ト
で
提
供
さ
れ
た
ワ
イ
ン
は
16
銘

柄
）。
同
社
の
ワ
イ
ン
が
世
に
知
ら
れ
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

筆
者
が
「
日
本
ワ
イ
ン
は
美
味
し
く
な

い
と
い
う
消
費
者
が
多
い
」
と
挑
発
的
に

質
問
す
る
と
、
世
代
の
違
い
も
あ
る
と
い

う
。
年
配
者
に
は
「
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
が

美
味
し
い
と
い
う
味
の
“
刷
り
込
み
”
が

あ
る
」「
脳
で
飲
ん
で
い
る
。
日
本
ラ
ベ

ル
を
見
る
と
美
味
し
く
な
い
と
い
う
バ
イ

ア
ス
が
か
か
る
」。
し
か
し
、
今
の
30
代
、

40
代
の
若
い
層
は
こ
の
先
入
観
が
な
い
の

で
、
日
本
ワ
イ
ン
を
美
味
し
い
と
飲
ん
で

い
る
と
指
摘
す
る
。

確
か
に
、
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
の
嗜
好
は

変
化
し
て
い
る
。
世
界
的
に
、
や
さ
し
い

味
が
流
行
る
方
向
に
あ
る
。
ま
た
、
和
食

に
合
う
ワ
イ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
日
本
ワ
イ
ン
が
支
持
さ
れ
て

き
て
い
る
。
た
だ
し
、
ま
だ
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
向
上
の
余
地
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

１
９
９
０
年
代
の
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

の
よ
う
に
、
大
い
な
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
期
待
さ
れ
る
。

な
っ
て
い
る
。
品
種
は
欧
州
系
の
ワ
イ
ン

専
用
品
種
で
、
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ビ
ニ
ヨ

ン
、
メ
ル
ロ
ー
、
シ
ャ
ル
ド
ネ
等
を
、
垣

根
仕
立
で
栽
培
し
て
い
る
。
10
ａ
当
た
り

単
収
は
約
１
ｔ
で
あ
る
。

契
約
栽
培
は
上
山
市
と
天
童
市
に
約
40

戸
あ
る
。
上
山
市
で
は
主
に
デ
ラ
ウ
エ
ア

種
、天
童
市
で
は
主
に
マ
ス
カ
ッ
ト
・
ベ
ー

リ
ー
Ａ
種
を
栽
培
し
て
い
る
。
各
20
戸
。

サ
ク
ラ
ン
ボ
や
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
と
の
複
合

経
営
農
家
で
あ
る
。
単
収
は
１
・
２
～
１
・

７
ｔ
。
契
約
農
家
の
収
入
を
保
証
す
る
た

め
、
自
社
畑
よ
り
単
収
は
多
い
。
こ
こ
で

作
っ
た
ブ
ド
ウ
は
同
社
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー

ワ
イ
ン「
蔵
王
ス
タ
ー
」（
１
本
１
２
０
０

円
）
の
原
料
と
し
て
使
用
し
て
き
た
。

な
お
「
蔵
王
ス
タ
ー
」
ワ
イ
ン
は
名
前

を
変
え
、
２
０
１
７
年
11
月
蔵
出
し
か
ら

「
タ
ケ
ダ
ワ
イ
ナ
リ
ー
」
ブ
ラ
ン
ド
に
変

わ
っ
た
。
18
年
10
月
の
表
示
規
制
に
対
応

す
る
た
め
で
あ
る
。「
蔵
王
ス
タ
ー
」
の

原
料
は
上
山
市
と
天
童
市
か
ら
供
給
し
て

い
る
が
、
天
童
市
は
昔
か
ら
蔵
王
山
麓
と

み
な
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
現
在
の
行
政

区
画
上
で
は
蔵
王
山
麓
か
ら
外
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
表
示
規
制
の
趣
旨
を
尊
重

し
、「
蔵
王
ス
タ
ー
」
ブ
ラ
ン
ド
を
廃
す

る
こ
と
に
決
め
た
よ
う
だ
（
タ
ケ
ダ
ワ
イ

ナ
リ
ー
は
７
５
０
㎖
１
本
１
６
０
０
円
）。

品
質
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

岸
平
典
子
社
長
は
品
質
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
05
年
社
長
就
任
は
業
界
初
の

女
性
の
代
表
取
締
役
兼
栽
培
醸
造
責
任
者

と
し
て
話
題
に
な
っ
た
。
栽
培
と
醸
造
の

責
任
者
も
兼
ね
た
理
論
家
女
性
社
長
で
あ

る
。小
さ
い
時
か
ら
ワ
イ
ン
に
魅
せ
ら
れ
、

玉
川
大
学
農
芸
化
学
科（
微
生
物
学
専
攻
）

卒
業
後
、
渡
仏
し
、
国
立
大
学
で
栽
培
・

醸
造
学
や
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
研
修
を
受

け
た
。

岸
平
社
長
は
１
９
９
４
年
に
帰
国
、
父

の
や
り
方
は
古
い
と
批
判
し
、
引
退
さ
せ

た
。
父
の
時
代
は「
目
指
せ
フ
ラ
ン
ス
！
」

で
あ
っ
た
が
、
岸
平
社
長
は
風
土
に
合
っ

た
ワ
イ
ン
造
り
を
目
指
し
て
い
る
。「
土

の
特
性
、
気
候
の
特
性
を
掴
ん
で
そ
れ
を

活
か
し
た
ブ
ド
ウ
作
り
、
ワ
イ
ン
造
り
を

し
て
い
き
た
い
」「
そ
れ
を
見
つ
け
る
に

は
、
自
然
と
共
に
、
体
と
頭
と
感
性
…
…

五
感
を
フ
ル
に
使
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
か
」
と
語
る
。

ワ
イ
ン
業
界
に
は
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
変

化
は
な
い
。
岸
平
社
長
が
目
指
し
て
い
る

の
は
、「
父
が
作
っ
た
も
の
を
磨
き
上
げ

る
」
こ
と
で
あ
る
。
ブ
ド
ウ
作
り
も
、
醸

造
工
程
も
、
細
か
い
作
業
で
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
す
る
。

例
え
ば
、
日
本
で
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ

て
い
る
品
種
の
見
直
し
、
地
位
向
上
も
そ

の
一
つ
だ
。
従
来
、
ベ
ー
リ
ー
Ａ
も
、
デ

ラ
ウ
エ
ア
も
、
お
土
産
用
の
甘
い
ワ
イ
ン

の
原
料
に
使
わ
れ
、
低
く
見
ら
れ
て
き
た

品
種
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
脱
却
め
ざ
し

の
担
当
で
働
い
て
き
た
。
し
か
し
、「
朝

日
町
ワ
イ
ン
」
は
年
間
30
万
本
と
規
模
が

大
き
く
、
自
分
が
作
り
た
い
ワ
イ
ン
造
り

が
で
き
な
か
っ
た
。
日
本
は
ワ
イ
ン
ブ
ー

ム
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
自
分
で
育
て
た

新
規
参
入
で
あ
る
（
上
山
市
久
保
手
地

区
）。
ワ
イ
ナ
リ
ー
創
業
に
向
け
頑
張
っ

て
い
る
段
階
で
あ
る
。
鈴
木
智
晃
氏
（
１

９
７
７
年
生
）
は
隣
町
の
「
朝
日
町
ワ
イ

ン
」
で
20
歳
か
ら
19
年
間
、
醸
造
と
栽
培

３��
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
ド
で
体
験
型
ワ
イ
ナ
リ
ー

―
―
ベ
ル
ウ
ッ
ド
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
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ブ
ド
ウ
で
自
分
の
考
え
る
ワ
イ
ン
造
り
が

し
た
く
て
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
し
た
。

特
区
制
度
を
利
用
し
た
参
入
も
考
え
た

が
（
年
間
最
低
製
造
数
量
が
６
㎘
か
ら
２

㎘
に
緩
和
さ
れ
る
）、
特
区
は
利
用
し
な

い
。
特
区
は
小
規
模
で
参
入
で
き
る
利
点

は
あ
る
が
、
２
㎘
で
は
ワ
イ
ン
３
０
０
０

本
し
か
作
れ
ず
、
１
本
２
０
０
０
円
と
す

る
と
、
売
上
高
６
０
０
万
円
に
し
か
な
ら

な
い
。
こ
れ
で
は
自
立
し
た
経
営
に
は
な

れ
な
い
。
本
業
は
農
家
で
ワ
イ
ナ
リ
ー
が

副
業
の
場
合
し
か
、特
区
は
意
味
が
な
い
。

鈴
木
氏
は
特
区
で
は
な
く
、
最
低
１
万
ℓ

を
計
画
し
て
い
る
。

当
初
、
山
形
市
で
土
地
を
求
め
た
が
、

適
地
が
な
く
、
市
役
所
も
新
規
就
農
に
積

極
的
で
な
か
っ
た
。
２
０
１
６
年
、「
か

み
の
や
ま
ワ
イ
ン
の
郷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

協
議
会
（
15
年
開
始
）
を
通
し
て
、
デ
ラ

ウ
エ
ア
畑
と
耕
作
放
棄
地
（
元
ピ
ノ
ノ

ワ
ー
ル
畑
）
の
農
地
１
ha
を
借
地
し
、
す

ぐ
植
栽
し
た
。

単
収
は
10
ａ
当
た
り
８
０
０
㎏
の
計

画
。
欧
州
系
品
種
の
垣
根
仕
立
で
あ
る
。

地
代
は
10
ａ
当
た
り
１
万
円
。ま
た
今
年
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
用
地
と
し
て
水
田
を
21
ａ
購

入
し
た
（
10
ａ
当
た
り
60
万
円
）。
ブ
ド

ウ
園
か
ら
１
０
０
ｍ
と
近
く
、
道
路
接
道

な
の
で
、
高
か
っ
た
が
買
っ
た
。
農
作
業

体
験
型
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
計
画
し
て
い
る
か

ら
だ
。
近
い
ほ
う
が
い
い
。

ブ
ド
ウ
園
は
小
さ
な
丘
陵
状
の
土
地
で

緩
や
か
に
傾
斜
が
つ
い
て
い
る
。
遠
く
に

蔵
王
山
が
遠
望
で
き
、
景
観
が
よ
い
。
体

験
型
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
は
打
っ
て
つ
け
の
場

所
だ
。周
辺
は
水
田
が
広
が
っ
て
い
る
が
、

ブ
ド
ウ
畑
が
点
在
し
て
い
る
（
生
食
用
ブ

ド
ウ
か
）。
水
田
を
畑
に
転
換
し
、
軽
い

傾
斜
が
つ
い
て
い
る
樹
園
だ
。
そ
の
奥
の

山
裾
の
傾
斜
地
は
か
つ
て
は
ブ
ド
ウ
畑

だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
機
械
が
入
ら
な
い
の

で
、
今
は
耕
作
放
棄
地
に
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
山
裾
の
傾
斜
地
の
ブ
ド
ウ
畑
は

耕
作
放
棄
地
に
な
り
、
ブ
ド
ウ
が
水
田
に

進
出
し
て
き
た
わ
け
だ
。

鈴
木
氏
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
顧
客
を
集
め
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
て

い
る
。
返
礼
品
を
「
ワ
イ
ン
＋
Ｔ
シ
ャ
ツ

＋
収
穫
祭
優
先
参
加
」
と
し
て
、１
万
円
、

３
万
円
、
５
万
円
で
募
集
し
た
ら
、
目
標

１
０
０
万
円
を
10
日
で
達
成
、
次
の
目
標

を
２
０
０
万
円
に
し
た
ら
１
６
０
万
円
で

止
ま
っ
た
。

初
年
度
（
17
年
）
は
50
人
来
た
。
去
年

は
東
京
６
人
、宮
城
16
人
な
ど
70
人
来
た
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
個
人
版
だ
。
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
を
使
い
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
し
、
体
験
型
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
す

る
と
い
う
構
想
は
面
白
い
。

す
で
に
、
委
託
醸
造
で
ワ
イ
ン
を
造
っ

て
い
る
。
自
分
の
ブ
ド
ウ
は
ま
だ
収
穫
で

き
な
い
の
で
、原
料
ブ
ド
ウ
を
購
入
し
て
、

「
月
山
ワ
イ
ン
」
や
「
秋
保
ワ
イ
ン
」
の

設
備
を
借
り
て
、自
分
で
醸
造
し
て
い
る
。

欧
州
系
品
種
の
原
料
用
ブ
ド
ウ
は
地
域
平

均
１
㎏
３
０
０
円
位
で
あ
る
が
、
鈴
木
氏

は
プ
ラ
ス
50
円
の
３
５
０
円
で
買
っ
て
い

る
。
委
託
醸
造
を
先
行
し
て
行
な
っ
て
い

る
の
は
、
酒
販
店
な
ど
販
路
を
確
保
す
る

た
め
の
助
走
で
あ
る
。

鈴
木
氏
は
、
来
年
か
ら
自
分
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
で
醸
造
す
る
（
今
年
度
建
設
）。
１

万
１
０
０
０
本
計
画
し
て
い
る
。
原
料
ブ

ド
ウ
は
半
分
は
自
社
畑
、
半
分
は
購
入

だ
。
最
終
的
に
は
１
万
６
０
０
０
本
に
す

る
。
ワ
イ
ン
１
万
本
で
売
上
高
２
０
０
０

万
円
、
１
万
６
０
０
０
本
だ
と
３
２
０
０

万
円
に
な
る
。
従
業
員
は
当
分
、
雇
用
な

し
、本
人
一
人
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
１
次（
ブ

ド
ウ
栽
培
）
＋
２
次
（
ワ
イ
ン
醸
造
）
＋

３
次
（
観
光
）
の
６
次
産
業
で
あ
り
、
面

白
そ
う
だ
。
夢
を
か
な
え
、
付
加
価
値
も

高
く
、
新
規
参
入
の
魅
力
が
高
い
産
業
と

思
わ
れ
る
。

発
酵
と
契
約
し
「
サ
ン
ト
ネ
ー
ジ
ュ
ワ
イ

ン
」
向
け
の
醸
造
用
ブ
ド
ウ
の
契
約
栽
培

（
１
ha
、
１
９
８
０
年
）
を
経
て
、
２
０

１
３
年
、
年
間
６
㎘
の
最
低
製
造
数
量
で

参
入
し
た
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
始
め
よ
う
と

思
っ
た
の
は
08
年
で
、
借
地
や
耕
作
放
棄

地
等
を
買
っ
て
準
備
を
始
め
た
。

13
年
当
時
は
３
・
２
ha
、
ブ
ド
ウ
収
穫

10
ｔ
、
ワ
イ
ン
生
産
９
０
０
０
本
で
あ
っ

た
。
搾
汁
率
65
％
。
現
在
の
規
模
は
７
・

３
ha
、
ブ
ド
ウ
28
ｔ
、
ワ
イ
ン
２
万
本
で

あ
る
。
ブ
ド
ウ
品
種
は
欧
州
系
ワ
イ
ン
専

用
品
種
で
、
赤
系
は
カ
ベ
ル
ネ
、
メ
ル

ロ
ー
、
カ
ベ
ル
ネ
フ
ラ
ン
、
ピ
ノ
ノ
ワ
ー

ル
、
白
系
は
シ
ャ
ル
ド
ネ
、
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ

ヨ
ン
ブ
ラ
ン
、ア
ル
バ
リ
ー
ニ
ョ
、プ
テ
ィ

マ
ン
サ
ン
で
あ
る
。
ま
だ
拡
張
中
で
、
７

万
本
位
ま
で
の
拡
大
を
計
画
し
て
い
る
。

２
０
１
３
年
、ワ
イ
ナ
リ
ー
事
業
開
始
、

新
規
参
入
で
あ
る
（
上
山
市
原
口
）。
蔵

王
ウ
ッ
デ
ィ
フ
ァ
ー
ム（
木
村
義
廣
社
長
）

は
も
と
も
と
果
樹
園
で
あ
っ
た
が
、
協
和

４��

蔵
王
山
麓
自
社
畑
１
０
０
％
の
ド
メ
ー
ヌ
ワ
イ
ン

―
―
㈲
蔵
王
ウ
ッ
デ
ィ
フ
ァ
ー
ム

水田地帯にブドウ畑の風景（上山市原口）
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ワ
イ
ン
事
業
の
ほ
か
、
果
樹
（
４
・
５

ha
、
西
洋
梨
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
）
も
経
営
し

て
い
る
。
東
京
の
伊
勢
丹
、
千
疋
屋
、
成

城
石
井
な
ど
に
出
荷
し
て
い
る
。
一
流
有

名
ど
こ
ろ
ば
か
り
で
あ
り
、
品
質
へ
の
評

価
が
高
い
の
で
あ
ろ
う
。
観
光
も
ぎ
取
り

は
な
い
。
ワ
イ
ン
と
果
樹
の
両
部
門
合
計

で
売
上
高
１
億
円
で
あ
る
（
果
樹
７
割
、

ワ
イ
ン
３
割
）。
果
樹
経
営
は
１
ha
当
た

り
１
６
０
０
万
円
だ
（
筆
者
試
算
）。
経

営
面
積
は
合
計
12​

ha
で
、
果
樹
園
４
・
５

ha
は
自
社
畑
で
あ
る
が
、
ワ
イ
ン
用
ブ
ド

ウ
畑
は
自
社
畑
１
・
５
ha
、
借
地
６
ha
で

あ
る
（
地
代
10
ａ
当
た
り
１
万
２
０
０
０

円
）。ワ

イ
ナ
リ
ー
の
風
景
は
、
山
梨
勝
沼
と

は
だ
い
ぶ
違
う
。
当
社
は
盆
地
の
中
山
間

の
田
ん
ぼ
地
帯
で
あ
る
。
ブ
ド
ウ
畑
は
、

田
ん
ぼ
を
天
地
返
し
し
て
整
地
し
、
水
は

け
を
よ
く
す
る
た
め
緩
い
傾
斜
を
つ
け
た

畑
で
あ
る
。
美
味
し
い
ワ
イ
ン
が
生
ま
れ

る
に
は
、
土
壌
中
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
溶
け
る

必
要
が
あ
る
の
で
程
よ
い
水
分
が
あ
る
元

水
田
は
条
件
が
い
い
。
借
地
も
自
分
で
造

成
し
た
。
当
地
は
も
と
も
と
山
で
あ
り
、

山
を
水
田
に
し
、
そ
れ
を
畑
に
戻
し
た
わ

け
だ
。
コ
メ
農
業
の
衰
退
と
成
長
す
る
ワ

イ
ン
産
業
の
相
克
、
水
田
と
畑
の
相
克
の

歴
史
の
縮
図
を
見
る
思
い
だ
。

当
社
の
ワ
イ
ン
造
り
は
、
原
料
ブ
ド
ウ

は
１
０
０
％
自
社
畑
産
（
し
か
も
ワ
イ
ナ

リ
ー
周
辺
）
で
あ
る
。
完
全
な
「
ド
メ
ー

ヌ
ワ
イ
ナ
リ
ー
」だ（
注
：
ド
メ
ー
ヌ〈
仏

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
〉と
は
自
社
畑
を
所
有
し
、

ブ
ド
ウ
栽
培
や
瓶
詰
め
ま
で
ワ
イ
ン
の
製

造
を
行
な
う
生
産
者
）。

原
料
ブ
ド
ウ
の
単
収
は
10
ａ
当
た
り
８

０
０
㎏
で
、
凝
縮
し
た
ブ
ド
ウ
だ
。
一
文

字
短
梢
仕
立
て
で
あ
る
。糖
度
22
～
23
度
。

有
機
減
農
薬
栽
培
で
あ
る
。
肥
料
は
使
わ

な
い
。
米
ぬ
か
な
ど
有
機
質
を
使
っ
て
い

る
。
農
薬
は
２
分
の
１
で
あ
る
。
契
約
栽

培
の
ブ
ド
ウ
の
場
合
、
農
家
の
所
得
を
保

証
す
る
た
め
単
収
を
高
め
が
ち
で
あ
る

が
、
自
社
畑
は
品
質
優
先
の
よ
う
だ
。
つ

ま
り
、
い
い
ブ
ド
ウ
は
自
社
畑
で
作
る
し

か
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。「
ド
メ
ー
ヌ
ワ

イ
ン
」
の
ほ
う
が
美
味
し
い
確
率
は
高
そ

う
だ
。

文
化
を
売
る

マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
・
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

木
村
社
長
は
事
業
家
と
し
て
の
セ
ン
ス

が
い
い
と
思
う
。
高
品
質
な
果
樹
栽
培
に

取
り
組
む
だ
け
で
は
な
く
、「
マ
リ
ア
ー

ジ
ュ
・
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」
設
置
（
18
年
）

に
見
る
よ
う
に
、文
化
を
発
信
し
て
い
る
。

自
社
ワ
イ
ン
と
料
理
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を

体
験
し
て
も
ら
え
た
ら
ど
ん
な
に
素
晴
ら

し
い
こ
と
か
と
思
い
、
そ
れ
を
実
現
す
る

場
を
設
け
た
の
で
あ
る
。
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
は
地
域
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
仲
間
に
も
開
放

す
る
。
地
域
の
ワ
イ
ン
文
化
の
創
造
が
事

業
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
い
う
発
想
が
あ

る
。６

年
前
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
事
業
を
始
め
た

当
初
か
ら
、構
想
を
練
っ
て
き
た
よ
う
だ
。

昨
年
11
月
、
第
１
回
セ
ミ
ナ
ー
は
鶴
岡
市

の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
ル
ケ
ッ

チ
ャ
ー
ノ
」
の
奥
田
政
行
シ
ェ
フ
を
講
師

と
し
て
招
い
た
。
参
加
者
は
毎
回
１
０
０

～
１
２
０
人
位
に
な
る
。
小
規
模
な
ワ
イ

ナ
リ
ー
は
お
客
様
に
存
在
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
と
い
う
こ
と
か
ら
始
め
た

の
で
あ
る
が
、
大
成
功
だ
。
木
村
社
長
は

ワ
イ
ン
を
売
る
の
で
は
な
く
、「
文
化
を

売
っ
て
い
る
」。
そ
れ
が
ワ
イ
ン
の
売
れ

行
き
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

木
村
社
長
（
１
９
４
６
年
生
）
は
、
ワ

イ
ン
技
術
を
学
ん
だ
こ
と
は
な
く
、
ワ
イ

ン
の
醸
造
等
は
従
業
員
に
任
せ
、
自
ら
は

畑
と
経
営
だ
け
で
あ
る
。
事
業
と
し
て
あ

る
程
度
の
規
模
が
必
要
で
あ
り
、
自
分
は

事
業
家
と
し
て
経
営
の
仕
事
に
徹
す
る
と

い
う
。
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
設
置
等
、
文

化
を
売
る
仕
事
を
思
い
つ
い
た
の
も
、
醸

造
技
術
者
や
ソ
ム
リ
エ
で
な
か
っ
た
こ
と

が
幸
い
し
た
の
で
は
な
い
か
。

現
在
、
ウ
ッ
デ
ィ
フ
ァ
ー
ム
の
従
業
者

数
は
果
樹
園
12
名
、
う
ち
ワ
イ
ン
部
門
２

人
で
あ
る
（
醸
造
期
間
は
２
カ
月
、
後
は

果
樹
園
で
働
く
）。
ま
だ
ま
だ
雇
用
創
出

が
期
待
で
き
る
。
原
口
地
区
は
ち
ょ
っ
と

不
便
な
と
こ
ろ
だ
。
し
か
し
、
文
化
の
発

信
基
地
に
成
功
す
れ
ば
、
人
は
集
ま
っ
て

く
る
。
将
来
、
上
山
市
の
一
つ
の
拠
点
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。

５
山
形
ワ
イ
ン
ま
と
め

山
形
県
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
初
め
て
調
査

し
、山
形
ワ
イ
ン
の
成
長
余
力
を
感
じ
た
。

ブ
ド
ウ
栽
培
の
適
地
が
多
く
、
原
料
ブ
ド

ウ
を
他
県
に
移
出
し
て
い
る
の
は
本
県
の

特
徴
だ
。
ま
た
、自
社
畑
が
多
く
、ド
メ
ー

ヌ
型
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
も
多
い
。

山
梨
県
勝
沼
と
比
較
す
る
と
、
ブ
ド
ウ

畑
の
風
景
が
違
う
。
水
田
地
帯
に
ブ
ド
ウ

畑
が
点
在
し
て
い
る
地
区
が
沢
山
あ
る
。

水
田
を
畑
に
転
換
し
、
緩
い
傾
斜
を
つ
け

た
畑
で
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
て
い
る
。
主
に

欧
州
系
品
種
で
あ
る
が
、
10
ａ
当
た
り
単

収
を
８
０
０
㎏
に
落
と
し
て
、
凝
縮
し
た

ブ
ド
ウ
を
作
っ
て
い
る
（
勝
沼
は
欧
州
系

品
種
は
１
・
５
～
１
ｔ
が
多
い
）。

経
営
耕
地
規
模
も
勝
沼
よ
り
大
き
い
。

契
約
栽
培
の
単
価
は
、
欧
州
系
品
種
の
場

合
、山
梨
は
１
㎏
３
５
０
～
５
０
０
円（
税

抜
き
）
で
あ
る
が
、
山
形
は
３
０
０
～
３

５
０
円
と
安
い
。
山
形
は
押
し
な
べ
て
価

格
が
安
い
よ
う
だ
（
注
：
最
低
賃
金
は
山

梨
県
８
１
０
円
、
山
形
県
７
６
３
円
）。

こ
う
し
た
諸
条
件
を
考
慮
す
る
と
、
試

論
的
段
階
で
あ
る
が
、
山
梨
よ
り
山
形
の

ほ
う
が
競
争
力
が
強
く
、
今
後
の
日
本
ワ

イ
ン
の
成
長
率
は
高
く
な
る
可
能
性
も
あ

る
。た
だ
し
観
光
農
園
は
山
形
は
少
な
い
。

東
京
が
近
い
山
梨
の
ほ
う
が
有
利
だ
。


